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(57)【要約】
【課題】消費電力および光り抜けの双方を低く抑えつつ
、共通接続線の充放電を高速で行うことの可能な液晶表
示装置およびその駆動方法を提供する。
【解決手段】列ごとのサブピクセル１１Ｒ，１１Ｇ，１
１Ｂに対応して１つずつ共通接続線ＣＯＭが設けられて
いる。選択対象のサブピクセル１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂ
に対応して配置された２つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ）、
ＣＯＭ（ｉ－１）と、非選択対象のサブピクセル１１Ｒ
，１１Ｇ，１１Ｂのうち選択対象のサブピクセル１１Ｒ
，１１Ｇ，１１Ｂを含む行とは異なる全ての行のサブピ
クセル１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂに対応して配置された複
数の共通接続線ＣＯＭ（１）～ＣＯＭ（ｉ－１）、ＣＯ
Ｍ（ｉ＋１）～ＣＯＭ（Ｙ）とが互いに電気的に分離さ
れている。さらに、複数の第２共通接続線が互いに電気
的に接続されている。
【選択図】図４



(2) JP 2010-256466 A 2010.11.11

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行状に配置された複数の走査線、列状に配置された複数の信号線、各走査線と各信号線
との交差部に対応して行列状に配置された複数の液晶素子、および行ごとの液晶素子に対
応して１つずつ配置された複数の共通接続線を含む画素アレイ部と、
　前記複数の走査線に選択パルスを順次印加して、前記複数の液晶素子を走査線単位で順
次選択する走査線駆動回路と、
　映像信号に対応する信号電位を各信号線に印加して、選択対象の液晶素子に書き込む信
号線駆動回路と、
　選択対象の液晶素子に対応して配置された１または複数の共通接続線（第１共通接続線
）と、非選択対象の液晶素子のうち選択対象の液晶素子を含む行とは異なる行であって、
かつ少なくとも互いに隣接する２つの行の液晶素子に対応して配置された複数の共通接続
線（第２共通接続線）とを互いに電気的に分離すると共に、前記複数の第２共通接続線を
互いに電気的に接続して、前記第１共通接続線と前記第２共通接続線とを互いに独立に駆
動する共通接続線駆動回路と
　を備えた液晶表示装置。
【請求項２】
　前記共通接続線駆動回路は、前記第１共通接続線と、非選択対象の液晶素子のうち選択
対象の液晶素子を含む行とは異なる全ての行に属する液晶素子に対応して配置された共通
接続線（第３共通接続線）とを互いに電気的に分離する
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記共通接続線駆動回路は、前記第２共通接続線を所定の間、フローティングにする
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記共通接続線駆動回路は、前記第３共通接続線を所定の間、フローティングにする
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記共通接続線駆動回路は、前記第２共通接続線に対して、所定の間、所定の電位を印
加する
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記共通接続線駆動回路は、前記第３共通接続線に対して、所定の間、所定の電位を印
加する
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記共通接続線駆動回路は、前記第２共通接続線を、所定の間、フローティングし、そ
れ以外の期間に、前記第２共通接続線に対して、所定の間、所定の電位を印加する
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記共通接続線駆動回路は、前記第３共通接続線を、所定の間、フローティングし、そ
れ以外の期間に、前記第３共通接続線に対して、所定の間、所定の電位を印加する
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記複数の液晶素子のうち一の走査線によって選択される液晶素子が行状に配置されて
いる
　請求項１または請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記複数の液晶素子のうち一の走査線によって選択される液晶素子が互い違いに配置さ
れている
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　請求項１または請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記信号線駆動回路は、電位が基準電位に対して１フレーム期間ごとに反転する信号電
位を各信号線に印加して、選択対象の液晶素子に書き込む
　請求項１または請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記共通接続線駆動回路は、基準電位に対する極性が前記信号線の、前記基準電位に対
する極性と逆になる電位を選択対象の液晶素子に対応する共通接続線に印加する
　請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　行状に配置された複数の走査線、列状に配置された複数の信号線、各走査線と各信号線
との交差部に対応して行列状に配置された複数の液晶素子、および行ごとの液晶素子に対
応して１つずつ配置された複数の共通接続線を含む画素アレイ部と、
　前記複数の走査線に選択パルスを順次印加して、前記複数の液晶素子を走査線単位で順
次選択する走査線駆動回路と、
　映像信号に対応する信号電位を各信号線に印加して、選択対象の液晶素子に書き込む信
号線駆動回路と
　を備えた液晶表示装置において、選択対象の液晶素子に対応して配置された１または複
数の共通接続線（第１共通接続線）と、非選択対象の液晶素子のうち選択対象の液晶素子
を含む行とは異なる行であって、かつ少なくとも互いに隣接する２つの行の液晶素子に対
応して配置された複数の共通接続線（第２共通接続線）とを互いに電気的に分離すると共
に、前記複数の第２共通接続線を互いに電気的に接続して、前記第１共通接続線と前記第
２共通接続線とを互いに独立に駆動する工程を含む
　液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクティブマトリクス型の液晶表示装置およびその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶を用いた表示素子（液晶素子）を駆動することによって映像表示を行う液晶
表示装置が広く活用されている。このような液晶表示装置では、ガラス等の基板間に封止
した液晶層において、液晶分子の配列を変化させることにより光源からの光を透過、変調
させて表示を行っている。
【０００３】
　液晶表示装置では、アクティブマトリクス駆動が一般に用いられているが、この駆動方
式では、液晶の劣化を抑制するために、１フレーム期間毎に液晶に印加する電圧の極性を
反転させるフレーム反転駆動が行われる。また、液晶に印加する電圧の極性を反転させる
ことに起因して、フレーム毎にフリッカが発生するのを抑制するために、１水平期間（１
Ｈ）毎に液晶に印加する電圧の極性を反転させるライン反転駆動が行われる。さらに、画
素電極に印加する信号電圧の振幅を小さくするために、共通電極に印加する電圧の極性を
反転させるコモン反転駆動が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
　上述した従来の駆動方法は、例えば以下の特許文献１や特許文献２に記載されている。
【特許文献１】特開平１１－２７１７８７号公報
【特許文献２】特開２００１－１５９８７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　しかし、コモン反転駆動では、全ての画素に対して共通に設けられた共通電極の電圧を
１Ｈ周期で正負に変動させることとなる。そのため、非常に多くの電荷が必要となり、実
際には、共通電極を高速で充放電することは困難である。共通電極の充放電が不十分な場
合には、クロストークやシェーディングなどの画質劣化が生じてしまう。また、仮に、共
通電極を高速で充放電することができた場合であっても、消費電力が大きくなってしまう
。また、全ての画素に対して共通に設けられた共通電極の電圧を１Ｈ周期で正負に変動さ
せるので、いわゆるＣＯＭノイズ（オーディオノイズ）が生じてしまう。表示装置に、ノ
イズに敏感なデバイス（例えば、容量式タッチパネル）を接続した際には、誤動作が生じ
てしまう。そこで、共通電極を１水平ラインごとに１つずつ設け、各共通電極（共通接続
線）に印加する電圧の極性についても、１水平期間（１Ｈ）毎に反転させることが考えら
れる。これにより、選択された画素の共通接続線と、これに電気的に接続された他の画素
の共通接続線とによって生じる容量の大きさが、全ての画素に対して共通に設けられた共
通電極によって生じる容量の半分になる。その結果、消費電力を低く抑えつつ、共通接続
線の充放電を高速で行うことができる。
【０００６】
　ところが、各共通接続線に印加する電圧の極性を１水平期間（１Ｈ）毎に反転させた場
合には、垂直方向において隣り合う画素間に大きな横方向電界が生じる。そのため、その
横方向電界によって液晶分子の配列が乱れ、光り抜けが生じてしまうという問題があった
。
【０００７】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、消費電力および光り抜け
の双方を低く抑えつつ、共通接続線の充放電を高速で行うことの可能な液晶表示装置およ
びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の液晶表示装置は、画素アレイ部と、走査線駆動回路と、信号線駆動回路と、共
通接続線駆動回路とを備えたものである。画素アレイ部は、行状に配置された複数の走査
線、列状に配置された複数の信号線、各走査線と各信号線との交差部に対応して行列状に
配置された複数の液晶素子、および行ごとの液晶素子に対応して１つずつ配置された複数
の共通接続線を含んでいる。走査線駆動回路は、複数の走査線に選択パルスを順次印加し
て、複数の液晶素子を走査線単位で順次選択するようになっている。信号線駆動回路は、
映像信号に対応する信号電位を各信号線に印加して、選択対象の液晶素子に書き込むよう
になっている。共通接続線駆動回路は、選択対象の液晶素子に対応して配置された１また
は複数の共通接続線（第１共通接続線）と、非選択対象の液晶素子のうち選択対象の液晶
素子を含む行とは異なる行であって、かつ少なくとも互いに隣接する２つの行の液晶素子
に対応して配置された複数の共通接続線（第２共通接続線）とを互いに電気的に分離する
と共に、複数の第２共通接続線を互いに電気的に接続して、第１共通接続線と第２共通接
続線とを互いに独立に駆動するようになっている。
【０００９】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記画素アレイ部と、上記走査線駆動回路と、上
記信号線駆動回路を備えた液晶表示装置において、選択対象の液晶素子に対応して配置さ
れた１または複数の共通接続線（第１共通接続線）と、非選択対象の液晶素子のうち選択
対象の液晶素子を含む行とは異なる行であって、かつ少なくとも互いに隣接する２つの行
の液晶素子に対応して配置された複数の共通接続線（第２共通接続線）とを互いに電気的
に分離すると共に、複数の第２共通接続線を互いに電気的に接続して、第１共通接続線と
第２共通接続線とを互いに独立に駆動する工程を含むものである。
【００１０】
　本発明の液晶表示装置およびその駆動方法では、全ての液晶素子に対して共通の電極を
設けずに、行ごとの液晶素子に対応して１つずつ共通接続線が設けられている。これによ
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り、全ての液晶素子に対して共通の電極を設けた場合と比べて、駆動時の容量を小さくす
ることができる。また、１または複数の第１共通接続線と複数の第２共通接続線とが互い
に電気的に分離されると共に、複数の第２共通接続線が互いに電気的に接続されている。
これにより、非選択対象の液晶素子において、当該液晶素子に印加された電圧を保持する
期間中の第２共通接続線同士の間に、電位差が発生しなくなる。さらに、第１共通接続線
と第２共通接続線とが互いに独立しているので、他配線（例えば、走査線、信号線、ＣＳ
配線、ＣＯＭ配線）からの影響が少なく、高画質化を実現できる。
【００１１】
　ここで、本発明の液晶表示装置およびその駆動方法において、以下に示した種々の方策
を採ることが可能である。例えば、共通接続線駆動回路が、第１共通接続線と、非選択対
象の液晶素子のうち選択対象の液晶素子を含む行とは異なる全ての行に属する液晶素子に
対応して配置された共通接続線（第２共通接続線）とを互いに電気的に分離することが可
能である。これにより、選択対象の液晶素子に対して、非選択対象の液晶素子からの影響
がほとんど伝播しなくなる。また、非選択対象の液晶素子のほとんどまたは全てにおいて
、当該液晶素子に印加された電圧を保持する期間中の第２共通接続線同士の間に、電位差
が発生しなくなる。
【００１２】
　また、共通接続線駆動回路が、第２共通接続線を所定の間、フローティングにしたり、
第２共通接続線に対して、所定の間、所定の電位を印加したりすることも可能である。複
数の液晶素子のうち一の走査線によって選択される液晶素子が行状に配置されていてもよ
いし、互い違いに配置されていてもよい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の液晶表示装置およびその駆動方法によれば、駆動時の容量を小さくすると共に
、非選択対象の液晶素子に印加された電圧を保持する期間中の第２共通接続線同士の間に
、電位差が発生しないようにした。これにより、消費電力および光り抜けの双方を低く抑
えつつ、共通接続線の充放電を高速で行うことが可能となる。
【００１４】
　特に、第１共通接続線と、非選択対象の液晶素子のうち選択対象の液晶素子を含む行と
は異なる全ての行に属する液晶素子に対応して配置された第２共通接続線とを互いに電気
的に分離し、第２共通接続線同士を互いに電気的に接続した場合には、駆動時の容量を極
めて小さくすることができる。これにより、消費電力をより一層低減することができるだ
けでなく、光り抜けをほとんどなくすることができる。さらに、書込みラインの共通接続
線が独立しているので、他配線（例えば、走査線、信号線、ＣＳ配線、ＣＯＭ配線）から
の影響が少なく、高画質化を実現できる。また、共通接続線の充放電をより一層、高速で
行うことができるので、共通接続線の充放電に起因する画質の劣化が生じる虞をなくする
ことができる。
【００１５】
　また、第２共通接続線を所定の間、フローティングにしたり、第２共通接続線に対して
、所定の間、所定の電位を印加したりした場合には、列状に配置された複数の信号線と第
２共通接続線との寄生容量を低減することができる。これにより、信号線が充放電する電
荷が少なくなり、消費電力をさらに低く抑えることができる。また、複数の液晶素子のう
ち一の走査線によって選択される液晶素子を互い違いに配置し、ドット反転構造とした場
合には、フリッカの視認性を抑制することができる。さらに、選択対象の液晶素子に対応
して配置された１または複数の共通接続線に対応する１行では、１行中の１／２の液晶素
子がアクティブな状態となっているので、駆動時の容量が１／２となる。その結果、共通
接続線の充放電をさらに高速で行うことができるので、本発明を大型液晶ディスプレイや
ランドスケープ型液晶ディスプレイへも適用することができる。つまり、これらの方策を
採ることにより、画質を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１６】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置の概略構成図である。
【図２】図１の画素アレイ部の構成図である。
【図３】図１の液晶表示装置の動作の一例を表す波形図である。
【図４】図１の液晶表示装置の動作の一例を模式的に表す模式図である。
【図５】図４に続く動作を模式的に表す模式図である。
【図６】図５に続く動作を模式的に表す模式図である。
【図７】図１の液晶表示装置の動作の他の例を模式的に表す模式図である。
【図８】図１の共通接続線駆動回路の第１変形例を表す構成図である。
【図９】図１の共通接続線駆動回路の第２変形例を表す構成図である。
【図１０】図１の共通接続線駆動回路の第３変形例を表す構成図である。
【図１１】図１の共通接続線駆動回路の第４変形例を表す構成図である。
【図１２】本発明の第２の実施の形態に係る液晶表示装置の概略構成図である。
【図１３】図１２の画素アレイ部の構成図である。
【図１４】図１２の液晶表示装置の動作の一例を表す波形図である。
【図１５】図１２の液晶表示装置の動作の一例を模式的に表す模式図である。
【図１６】図１５に続く動作を模式的に表す模式図である。
【図１７】図１６に続く動作を模式的に表す模式図である。
【図１８】図１２の液晶表示装置の動作の他の例を模式的に表す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、発明を実施するための形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説
明は以下の順序で行う。

　　１．第１の実施の形態(図１～図７)
　　　　　・一の走査線に接続された画素が互い違いに配置されているケース
　　２．第１の実施の形態の変形例（図８～図１１）
　　　　　・共通接続線駆動回路のバリエーション
　　３．第２の実施の形態（図１２～図１８）
　　　　　・一の走査線に接続された画素が一列に配置されているケース
【００１８】
＜第１の実施の形態＞
（概略構成）
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置１の概略構成を表したものであ
る。この液晶表示装置１は、液晶表示パネル１０と、液晶表示パネル１０の背後に配置さ
れたバックライト２０と、液晶表示パネル１０を駆動する駆動回路３０とを備えている。
液晶表示パネル１０は、例えば、複数のサブピクセル１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂがマトリク
ス状に配置された画素アレイ部１３を有している。本実施の形態では、例えば、互いに隣
り合うサブピクセル１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂが１つの画素１２を構成している。なお、以
下では、サブピクセル１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂの総称としてサブピクセル１１を適宜、用
いるものとする。駆動回路３０は、例えば、映像信号処理回路３１、タイミング生成回路
３２、信号線駆動回路３３、走査線駆動回路３４および共通接続線駆動回路３５を有して
いる。
【００１９】
（画素アレイ部１３）
　図２は、画素アレイ部１３内の回路構成の一例を表したものである。画素アレイ部１３
は、例えば、図１、図２に示したように、行状に配置された複数の走査線ＷＳＬと、列状
に配置された複数の信号線ＤＴＬとを有している。各走査線ＷＳＬと各信号線ＤＴＬとの
交差部に対応して、複数のサブピクセル１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂが行列状に配置されてい
る。画素アレイ部１３は、さらに、列ごとのサブピクセル１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂに対応
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して、複数の共通接続線ＣＯＭが１つずつ配置されている。
【００２０】
　なお、図２では、個々の走査線ＷＳＬおよび共通接続線ＣＯＭを区別するために、末尾
に（ｉ）（１≦ｉ≦Ｙ）が付されている。同様に、個々の信号線ＤＴＬを区別するために
、末尾に（ｊ）（１≦ｊ≦Ｘ）が付されている。また、個々のサブピクセル１１Ｒ，１１
Ｇ，１１Ｂを区別するために、末尾に座標（ｊ，ｉ）が付されている。
【００２１】
　各サブピクセル１１は、例えば、図２に示したように、液晶素子１４と、トランジスタ
１５とを有している。液晶素子１４は、例えば、駆動基板上に、共通電極、絶縁膜、画素
電極、配向膜、液晶層、配向膜および透明基板を駆動基板側から順に有している。駆動基
板は、例えば、ガラス基板上に、上記のトランジスタ１５などが形成されたものである。
共通電極は、１水平ライン（一の行）ごとに設けられた帯状の電極であり、１水平ライン
に属する複数のサブピクセル１１に含まれる液晶素子１４に共通に用いられている。この
共通電極が、例えば、上記の共通接続線ＣＯＭの一部を構成しており、共通接続線ＣＯＭ
と電気的に接続されている。絶縁膜は、共通電極と画素電極とを互いに絶縁分離するもの
であり、共通電極と画素電極との間に高さ方向の間隙を付与している。液晶層は、例えば
、ＩＰＳ（In-Plane Switching）モードの液晶からなり、印加電圧により、バックライト
２０からの射出光を透過または遮断する機能を有する。画素電極は、サブピクセル１１ご
との電極として機能するものであり、例えば、共通電極との非対向領域に配置されている
。これにより、画素電極と共通電極との間に電圧が印加されると、液晶層内に横方向の電
界が生じるようになっている。トランジスタ１５は、例えば、電界効果型のＴＦＴ（Thin
 Film Transistor；薄膜トランジスタ）であり、チャネルを制御するゲートと、チャネル
両端に設けられたソースおよびドレインとによって構成されている。
【００２２】
　液晶素子１４の一端がトランジスタ１５のソースまたはドレインに接続されており、液
晶素子１４の他端が共通接続線ＣＯＭに接続されている。トランジスタ１５のゲートが走
査線ＷＳＬに接続されており、トランジスタ１５のソースおよびドレインのうち液晶素子
１４に未接続の方が信号線ＤＴＬに接続されている。ここで、１水平ラインに属する複数
のサブピクセル１１は、トランジスタ１５のゲートが共通の走査線ＷＳＬに接続されてお
らず、各サブピクセル１１の両脇に設けられた２つの走査線ＷＳＬに交互に接続されてい
る。つまり、一の走査線ＷＳＬに接続された複数のサブピクセル１１は、一の走査線ＷＳ
Ｌを挟んで互い違いに（ジグザグに）配置されている。従って、複数の液晶素子１４のう
ち一の走査線ＷＳＬによって選択される液晶素子１４は一の走査線ＷＳＬを挟んで互い違
いに配置されていることになる。
【００２３】
（バックライト２０）
　バックライト２０は、液晶表示パネル１０を背後から照明するものであり、例えば、導
光板と、導光板の側面に配置された光源と、導光板の上面（光射出面）に配置された光学
素子とを備えている。導光板は、光源からの光を導光板の上面に導くものであり、例えば
、上面および下面の少なくとも一方の面に、所定のパターン化された形状を有しており、
側面から入射した光を散乱し、均一化する機能を有している。光源は、線状光源であり、
例えば、熱陰極管(ＨＣＦＬ；Hot Cathode Fluorescent Lamp)、ＣＣＦＬ、または複数の
ＬＥＤを一列に配置したものなどからなる。光学素子は、例えば、拡散板、拡散シート、
レンズフィルム、偏光分離シートなどを積層して構成されたものである。
【００２４】
（駆動回路３０）
　次に、画素アレイ部１３の周辺に設けられた駆動回路３０内の各回路について、図１を
参照して説明する。
【００２５】
　映像信号処理回路３１は、外部から入力されたデジタルの映像信号３０Ａを補正すると



(8) JP 2010-256466 A 2010.11.11

10

20

30

40

50

共に、補正した後の映像信号をアナログに変換して信号線駆動回路３３に出力するもので
ある。タイミング生成回路３２は、信号線駆動回路３３、走査線駆動回路３４および共通
接続線駆動回路３５が連動して動作するように制御するものである。タイミング生成回路
３２は、例えば、外部から入力された同期信号３０Ｂに応じて（同期して）、これらの回
路に対して制御信号３２Ａを出力するようになっている。
【００２６】
　信号線駆動回路３３は、映像信号処理回路３１から入力されたアナログの映像信号（映
像信号３０Ａに対応する信号電位）を、各信号線ＤＴＬに印加して、選択対象のサブピク
セル１１に書き込むものである。信号線駆動回路３３は、例えば、映像信号２０Ａに対応
する信号電圧Ｖsigを出力することが可能となっている。信号線駆動回路３３は、例えば
、後述の図３、図６、図７に示したように、電位が基準電位Ｖrefに対して１フレーム期
間ごとに反転する信号電位Ｖsigを各信号線ＤＴＬに印加して、選択対象のサブピクセル
１１に書き込むフレーム反転駆動を行うことが可能となっている。フレーム反転駆動は、
液晶素子１４の劣化を抑制するためのものであり、必要に応じて用いられる。さらに、信
号線駆動回路３３は、例えば、後述の図３～図６に示したように、電位が基準電位Ｖref

に対して１Ｈ期間ごとに反転する信号電位Ｖsigを各信号線ＤＴＬに印加して、選択対象
のサブピクセル１１に書き込む１Ｈ反転駆動を行うことも可能となっている。１Ｈ反転駆
動は、液晶素子１４に印加する電圧の極性を反転させることに起因して、フレーム毎にフ
リッカが発生するのを抑制するためのものであり、必要に応じて用いられる。ここで、基
準電位Ｖrefは、例えば、０（ゼロ）ボルト、または共通接続線ＣＯＭの電位Ｖcomとなっ
ている。
【００２７】
　走査線駆動回路３４は、制御信号３２Ａの入力に応じて（同期して）、複数の走査線に
選択パルスを順次印加して、複数のサブピクセル１１を走査線ＷＳＬ単位で順次選択する
ものである。走査線駆動回路２４は、例えば、トランジスタ１５をオンさせるときに印加
する電圧Ｖonと、トランジスタ１５をオフさせるときに印加する電圧Ｖoffとを出力する
ことが可能となっている。ここで、電圧Ｖonは、トランジスタ１５のオン電圧以上の値（
一定値）となっている。電圧Ｖoffは、トランジスタ１５のオン電圧よりも低い値（一定
値）となっている。
【００２８】
　次に、共通接続線駆動回路３５について説明する。図３は、表示装置１の動作の一例を
表すタイミングチャートである。図３には、ｎ－１フレーム期間、ｎフレーム期間および
ｎ＋１フレーム期間における波形が示されている。図４は、図３のｎ－１フレーム期間に
おいて、走査線ＷＳＬ（ｉ）にＶonを印加するタイミングでのサブピクセル１１の極性を
模式的に表したものである。図５は、図３のｎ－１フレーム期間において、走査線ＷＳＬ
（ｉ＋１）にＶonを印加するタイミングでのサブピクセル１１の極性を模式的に表したも
のである。図６は、図３のｎ－１フレーム期間を経過した時のサブピクセル１１の極性を
模式的に表したものである。図７は、図３のｎフレーム期間を経過した時のサブピクセル
１１の極性を模式的に表したものである。なお、図４～図７には、信号線駆動回路３３が
１Ｈ反転駆動を行うと共に、フレーム反転駆動を行っている場合のサブピクセル１１の極
性が示されている。なお、図４、図５において、太枠で囲まれたサブピクセル１１は、走
査線ＷＳＬ（ｉ）または走査線ＷＳＬ（ｉ＋１）によって選択されていることを意味して
いる。また、図４～図７において、細枠で囲まれたサブピクセル１１は、既に走査線によ
る選択が終わっており、保持期間中であることを意味している。また、図４、図５におい
て、点線枠で囲まれたサブピクセル１１は、まだ既に走査線による選択がなされていない
ことを意味している。
【００２９】
　ここで、上記の「サブピクセル１１の極性」とは、サブピクセル１１の電位Ｖ11（図３
参照）が、共通接続線ＣＯＭの電位Ｖcomとの関係で、正であるか負であるかを意味する
ものである。例えば、図３に示したように、走査線ＷＳＬ（ｉ）にＶonが印加された時に
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、例えばサブピクセル１１Ｒ（１，ｉ）の電位Ｖ11が電位Ｖcomとの関係で正の電位とな
っている。従って、この場合には、サブピクセル１１Ｒ（１，ｉ）が正の極性であると言
う。一方、例えば、走査線ＷＳＬ（ｉ＋１）にＶonが印加された時に、サブピクセル１１
Ｇ（２，ｉ）に印加されている電位Ｖ11は電位Ｖcomとの関係で負の電位となっている。
従って、この場合には、サブピクセル１１Ｇ（２，ｉ）が負の極性であると言う。
【００３０】
　共通接続線駆動回路３５は、図３～図６に示したように、信号線駆動回路３３が１Ｈ反
転駆動を行っている際に、共通電極（共通接続線ＣＯＭ）に供給する電圧の極性を所定の
水平ラインごとに反転させるコモン反転駆動を行うものである。具体的には、共通接続線
駆動回路３５は、基準電位Ｖrefに対する極性が信号線ＤＴＬの、基準電位Ｖrefに対する
極性と逆になる電位を選択対象のサブピクセル１１に対応する共通接続線ＣＯＭに印加す
ることが可能となっている。共通接続線駆動回路３５は、例えば、図４に示したように、
共通接続線ＣＯＭに電気的に接続されたスイッチング素子３６を有している。スイッチン
グ素子３６は、共通接続線ＣＯＭごとに一つずつ設けられており、例えば、２つの出力端
子を有している。スイッチング素子３６の一の出力端子は、配線３６Ａに接続されており
、配線３６Ａを介して補助パルス発生装置３７の出力端子に接続されている。スイッチン
グ素子３６の他の出力端子は、配線３６Ｂに接続されている。配線３６Ｂは、例えば、図
４に示したように、ロジック回路４１の出力端子に接続されている。ロジック回路４１は
、配線３６Ｂに、例えば、０Ｖよりも大きな２．５Ｖの信号を出力するようになっている
。
【００３１】
　共通接続線駆動回路３５は、走査線ＷＳＬにＶonが印加され、オンしている（選択対象
の）サブピクセル１１を含む水平ラインに対応して配置された共通接続線ＣＯＭ（第１共
通接続線）を補助パルス発生装置３７の出力端子に接続する。例えば、図４に示したよう
に、共通接続線駆動回路３５は、選択対象のサブピクセル１１Ｒ（１，ｉ），１１Ｇ（２
，ｉ－１），１１Ｂ（３，ｉ）…，１１Ｂ（Ｘ，ｉ－１）を含む２つの行に対応して配置
された共通接続線ＣＯＭ（ｉ－１），ＣＯＭ（ｉ）を、スイッチング素子３６および配線
３６Ａを介して補助パルス発生装置３７の出力に接続する。
【００３２】
　また、共通接続線駆動回路３５は、走査線ＷＳＬに電圧Ｖoffが印加され、オフしてい
る（非選択対象の）サブピクセル１１だけを含む複数の水平ラインのうち、少なくとも互
いに隣接する２つの水平ラインに対応して配置された共通接続線ＣＯＭ（第２共通接続線
）を、所定の間、配線３６Ｂに接続する。例えば、図４に示したように、共通接続線駆動
回路３５は、非選択対象のサブピクセル１１Ｒ（１，ｉ－２）や１１Ｒ（１，ｉ－３）な
どを含む２つの行に対応して配置された共通接続線ＣＯＭ（ｉ－２），ＣＯＭ（ｉ－３）
を、スイッチング素子３６を介して配線３６Ｂに接続する。
【００３３】
　ここで、サブピクセル１１の電位Ｖ11は、図３のαに示したように、非選択時に、選択
時にサブピクセル１１に印加された電位を維持している。つまり、共通接続線ＣＯＭ（ｉ
）を配線３６Ａおよび配線３６Ｂのいずれに接続した場合であっても、サブピクセル１１
の電位Ｖ11は変化せず、共通接続線ＣＯＭ（ｉ）の電位だけが変化する。従って、サブピ
クセル１１の表示輝度は、非選択時に、常に一定となっている。
【００３４】
　なお、例えば、図３のＡで示した期間の最初だけ（例えば図３のＢ１の期間だけ）、第
２共通接続線を配線３６Ａに接続し、図３のＡで示した期間の残り（例えば図３のＢ２の
期間）において、第２共通接続線を配線３６Ｂに接続することも可能である。また、例え
ば、図３のＡで示した期間の最後だけ（例えば図３のＣ１の期間だけ）、第２共通接続線
を配線３６Ａに接続し、図３のＡで示した期間の残り（例えば図３のＣ２の期間）におい
て、第２共通接続線を配線３６Ｂに接続することも可能である。また、例えば、補助パル
ス発生装置３７から第２共通接続線に補助パルスが出力されている期間（例えば図３のＤ
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３の期間）を挟む１フレーム期間に相当する期間から、第２共通接続線に補助パルスが出
力されている期間を除いた期間（例えば図３のＤ２の期間）だけ、第２共通接続線を配線
３６Ａに接続し、その期間の前後の期間（例えば図３のＤ１の期間）に、第２共通接続線
を配線３６Ｂに接続することも可能である。
【００３５】
　ところで、本実施の形態では、共通接続線駆動回路３５は、選択対象のサブピクセル１
１に対応して配置された２つの共通接続線ＣＯＭ（第１共通接続線）と、非選択対象のサ
ブピクセル１１のうち選択対象のサブピクセル１１を含む水平ラインとは異なる水平ライ
ンであって、かつ少なくとも互いに隣接する２つの水平ラインのサブピクセル１１に対応
して配置された複数の共通接続線ＣＯＭ（第２共通接続線）とを互いに電気的に分離する
。例えば、図５に示したように、共通接続線駆動回路３５は、選択対象のサブピクセル１
１Ｒ（１，ｉ＋１），１１Ｇ（２，ｉ），１１Ｂ（３，ｉ＋１），１１Ｂ（Ｘ，ｉ）に対
応して配置された２つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ），ＣＯＭ（ｉ＋１）と、非選択対象のサ
ブピクセル１１Ｒ（１，ｉ－２），１１Ｒ（１，ｉ－１）を含む２つの水平ラインに対応
して配置された２つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ－２），ＣＯＭ（ｉ－１）とを互いに電気的
に分離する。
【００３６】
　さらに、本実施の形態では、共通接続線駆動回路３５は、複数の第２共通接続線を互い
に電気的に接続して、第１共通接続線と第２共通接続線とを互いに独立に駆動する。例え
ば、図５に示したように、共通接続線駆動回路３５は、２つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ－２
），ＣＯＭ（ｉ－１）を互いに電気的に接続して、２つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ），ＣＯ
Ｍ（ｉ＋１）と、２つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ－２），ＣＯＭ（ｉ－１）とを互いに独立
に駆動する。
【００３７】
　これにより、全てのサブピクセル１１に対して共通の電極を設けた場合と比べて、駆動
時の容量を小さくすることができる。また、非選択対象のサブピクセル１１において、当
該サブピクセル１１に印加された電位を保持する期間中の第２共通接続線同士の間に、電
位差が発生しなくなる。これにより、消費電力および光り抜けの双方を低く抑えつつ、共
通接続線ＣＯＭの充放電を高速で行うことが可能となる。
【００３８】
　なお、第１共通接続線の電位と、第２共通接続線の電位とが大きく違わないことが好ま
しい。例えば、第１共通接続線の電位を５Ｖとし、第２共通接続線の電位を０Ｖよりも大
きな２．５Ｖとすることが可能である。このようにした場合には、第１共通接続線と第２
共通接続線との間に大きな横方向電界が生じなくなるので、この部分での光り抜けを低減
することができる。
【００３９】
　本実施の形態において、共通接続線駆動回路３５が、第１共通接続線と、非選択対象の
サブピクセル１１のうち選択対象のサブピクセル１１を含む水平ラインとは異なる全ての
水平ラインに属するサブピクセル１１に対応して配置された共通接続線ＣＯＭ（第３共通
接続線）とを互いに電気的に分離することが好ましい。例えば、図示しないが、選択対象
のサブピクセル１１Ｒ（１，ｉ＋１），１１Ｇ（２，ｉ），１１Ｂ（３，ｉ＋１），１１
Ｂ（Ｘ，ｉ）に対応して配置された２つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ），ＣＯＭ（ｉ＋１）と
、非選択対象のサブピクセル１１Ｒ（１，ｉ－２），１１Ｒ（１，ｉ－１）などを含む残
りの全ての水平ラインに対応して配置された共通接続線ＣＯＭ（１）～ＣＯＭ（ｉ－１）
，ＣＯＭ（ｉ＋２）～ＣＯＭ（Ｙ）とを互いに電気的に分離する。このとき、共通接続線
駆動回路３５は、第３共通接続線を、所定の間、配線３６Ｂに接続する。
【００４０】
　これにより、選択対象のサブピクセル１１に対して、非選択対象のサブピクセル１１か
らの影響がほとんど伝播しなくなる。また、非選択対象のサブピクセル１１のほとんどま
たは全てにおいて、当該サブピクセル１１に印加された電圧を保持する期間中の第３共通
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接続線同士の間に、電位差が発生しなくなる。その結果、消費電力をより一層低減するこ
とができるだけでなく、光り抜けをほとんどなくすることができる。また、共通接続線Ｃ
ＯＭの充放電をより一層、高速で行うことができるので、共通接続線ＣＯＭの充放電に起
因する画質の劣化が生じる虞をなくすることができる。
【００４１】
　さらに、本実施の形態では、共通接続線駆動回路３５は、図６、図７に示したように、
信号線駆動回路３３がフレーム反転駆動を行っている際に、共通電極（共通接続線ＣＯＭ
）に供給する電圧の極性を１フレーム期間毎に反転させるコモン反転駆動を行うものでも
ある。例えば、図６、図７に示したように、共通接続線駆動回路３５は、ｎ－１フレーム
期間が経過した時のサブピクセル１１の極性と、ｎフレーム期間が経過した時のサブピク
セル１１の極性とが互いに逆になるように、１フレーム期間毎にごとに、サブピクセル１
１に印加する電圧の極性を反転させている。これにより、サブピクセル１１に印加する信
号電圧の振幅を小さくすることができるので、消費電力をより一層、低く抑えることがで
きる。
【００４２】
　また、本実施の形態において、共通接続線駆動回路３５が、第２共通接続線または第３
共通接続線を所定の間、フローティングにした場合には、信号線ＤＴＬと共通接続線ＣＯ
Ｍとの配線容量が劇的に小さくなるので、消費電力をより一層、低く抑えることができる
。また、本実施の形態において、共通接続線駆動回路３５が、第２共通接続線または第３
共通接続線を所定の間、所定の電位（例えば、０Ｖよりも大きな２．５Ｖ）にした場合に
は、信号線ＤＴＬが共通接続線ＣＯＭからカップリングの影響をほとんど受けないので、
消費電力をより一層、低く抑えることができる。
【００４３】
　また、本実施の形態では、また、複数のサブピクセル１１のうち一の走査線によって選
択されるサブピクセル１１を互い違いに配置し、ドット反転構造とした場合には、フリッ
カの視認性を抑制することができる。さらに、選択対象のサブピクセル１１に対応して配
置された１または複数の共通接続線に対応する１行では、１行中の１／２のサブピクセル
１１がアクティブな状態となっているので、駆動時の容量が１／２となる。その結果、共
通接続線の充放電をさらに高速で行うことができるので、本実施の形態の液晶表示装置１
を大型液晶ディスプレイやランドスケープ型液晶ディスプレイへも適用することができる
。
【００４４】
＜変形例＞
　上記実施の形態において、例えば、図８に示したように、配線３６Ｂの端部に抵抗３８
が接続されていてもよい。このような場合であっても、抵抗３８が極めて高抵抗であると
きには、配線３６Ｂを実質的にフローティングとみなすことが可能である。
【００４５】
　また、例えば、図９に示したように、配線３６Ｂの端部にスイッチング素子４０を介し
て定電圧源３９の出力端が接続されていてもよい。この場合には、配線３６Ｂの電位が安
定化するので、本変形例の液晶表示装置１を、ノイズに敏感なデバイス（例えばタッチパ
ネル）などに用いた際に、誤動作を低減することができる。
【００４６】
　また、例えば、図１０，図１１に示したように、スイッチング素子３６の出力端子を３
つにしてもよい。このようにした場合には、非選択時に、ロジック回路４１の出力や定電
圧源３９の出力を用いることができるので、設計に柔軟性を持たせることができる。
【００４７】
＜第２の実施の形態＞
　図１２は、本発明の第２の実施の形態に係る液晶表示装置２の概略構成を表したもので
ある。図１３、は、図１２の液晶表示装置２の画素アレイ部１３の内部構成の一例を表し
たものである。この液晶表示装置２は、一の走査線ＷＳＬに接続された複数のサブピクセ
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ル１１が一列に（行状に）配置されている点で、上記実施の形態の液晶表示装置１の構成
と相違する。そこで、以下では、上記実施の形態と共通の内容についての説明を省略し、
上記実施の形態との相違点についての説明を主に行うものとする。
【００４８】
　図１４は、液晶表示装置２の動作の一例を表すタイミングチャートである。図１４には
、ｎ－１フレーム期間、ｎフレーム期間およびｎ＋１フレーム期間における波形が示され
ている。図１５は、図１４のｎ－１フレーム期間において、走査線ＷＳＬ（ｉ）にＶonを
印加するタイミングでのサブピクセル１１の極性を模式的に表したものである。図１６は
、図１４のｎ－１フレーム期間において、走査線ＷＳＬ（ｉ＋１）にＶonを印加するタイ
ミングでのサブピクセル１１の極性を模式的に表したものである。図１７は、図１４のｎ
－１フレーム期間を経過した時のサブピクセル１１の極性を模式的に表したものである。
図１８は、図１４のｎフレーム期間を経過した時のサブピクセル１１の極性を模式的に表
したものである。なお、図１４～図１８には、信号線駆動回路３３が１Ｈ反転駆動を行う
と共に、フレーム反転駆動を行っている場合のサブピクセル１１の極性が示されている。
なお、図１５、図１６において、太枠で囲まれたサブピクセル１１は、走査線ＷＳＬ（ｉ
）または走査線ＷＳＬ（ｉ＋１）によって選択されていることを意味している。また、図
１５～図１８において、細枠で囲まれたサブピクセル１１は、既に走査線による選択が終
わっており、保持期間中であることを意味している。また、図１５において、点線枠で囲
まれたサブピクセル１１は、まだ既に走査線による選択がなされていないことを意味して
いる。
【００４９】
　本実施の形態の共通接続線駆動回路３５は、図１４～図１７したように、信号線駆動回
路３３が１Ｈ反転駆動を行っている際に、共通電極（共通接続線ＣＯＭ）に供給する電圧
の極性を１Ｈごとに反転させるコモン反転駆動を行うものである。
【００５０】
　共通接続線駆動回路３５は、走査線ＷＳＬにＶonが印加され、オンしている（選択対象
の）サブピクセル１１を含む１水平ラインに対応して配置された共通接続線ＣＯＭ（第１
共通接続線）を補助パルス発生装置３７の出力に接続する。例えば、図１５に示したよう
に、共通接続線駆動回路３５は、選択対象のサブピクセル１１Ｒ（１，ｉ），１１Ｇ（２
，ｉ），１１Ｂ（３，ｉ）…，１１Ｂ（Ｘ，ｉ）を含む１つの行に対応して配置された共
通接続線ＣＯＭ（ｉ）を、スイッチング素子３６および配線３６Ａを介して補助パルス発
生装置３７の出力に接続する。
【００５１】
　また、共通接続線駆動回路３５は、走査線ＷＳＬに電圧Ｖoffが印加され、オフしてい
る（非選択対象の）サブピクセル１１だけを含む複数の水平ラインのうち、少なくとも互
いに隣接する２つの水平ラインに対応して配置された共通接続線ＣＯＭ（第２共通接続線
）を、所定の間、配線３６Ｂに接続する。例えば、図１６に示したように、共通接続線駆
動回路３５は、非選択対象のサブピクセル１１Ｒ（１，ｉ）や１１Ｒ（１，ｉ－１）など
を含む２つの行に対応して配置された共通接続線ＣＯＭ（ｉ），ＣＯＭ（ｉ－１）を、ス
イッチング素子３６を介して配線３６Ｂに接続する。
【００５２】
　ここで、サブピクセル１１の電位Ｖ11は、図１４のβに示したように、非選択時に、選
択時にサブピクセル１１に印加された電位を維持している。つまり、共通接続線ＣＯＭ（
ｉ）を配線３６Ａおよび配線３６Ｂのいずれに接続した場合であっても、サブピクセル１
１の電位Ｖ11は変化せず、共通接続線ＣＯＭ（ｉ）の電位だけが変化する。従って、サブ
ピクセル１１の表示輝度は、非選択時に、常に一定となっている。
【００５３】
　なお、上記実施の形態の場合と同様、例えば、図１４のＡで示した期間の最初だけ（例
えば図１４のＢ１の期間だけ）、第２共通接続線を配線３６Ａに接続し、図１４のＡで示
した期間の残り（例えば図１４のＢ２の期間）において、第２共通接続線を配線３６Ｂに
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接続することも可能である。また、例えば、図１４のＡで示した期間の最後だけ（例えば
図１４のＣ１の期間だけ）、第２共通接続線を配線３６Ａに接続し、図１４のＡで示した
期間の残り（例えば図１４のＣ２の期間）において、第２共通接続線を配線３６Ｂに接続
することも可能である。また、例えば、補助パルス発生装置３７から第２共通接続線に補
助パルスが出力されている期間（例えば図１４のＤ３の期間）を挟む１フレーム期間に相
当する期間から、第２共通接続線に補助パルスが出力されている期間を除いた期間（例え
ば図１４のＤ２の期間）だけ、第２共通接続線を配線３６Ａに接続し、その期間の前後の
期間（例えば図１４のＤ１の期間）に、第２共通接続線を配線３６Ｂに接続することも可
能である。
【００５４】
　ところで、本実施の形態でも、共通接続線駆動回路３５は、選択対象のサブピクセル１
１に対応して配置された２つの共通接続線ＣＯＭ（第１共通接続線）と、非選択対象のサ
ブピクセル１１のうち選択対象のサブピクセル１１を含む水平ラインとは異なる水平ライ
ンであって、かつ少なくとも互いに隣接する２つの水平ラインのサブピクセル１１に対応
して配置された複数の共通接続線ＣＯＭ（第２共通接続線）とを互いに電気的に分離する
。例えば、図１６に示したように、共通接続線駆動回路３５は、選択対象のサブピクセル
１１Ｒ（１，ｉ＋１），１１Ｇ（２，ｉ＋１），１１Ｂ（３，ｉ＋１），１１Ｂ（Ｘ，ｉ
＋１）に対応して配置された１つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ＋１）と、非選択対象のサブピ
クセル１１Ｒ（１，ｉ－２），１１Ｒ（１，ｉ－１），１１Ｒ（１，ｉ）を含む３つの水
平ラインに対応して配置された３つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ－２），ＣＯＭ（ｉ－１），
ＣＯＭ（ｉ）とを互いに電気的に分離する。
【００５５】
　さらに、本実施の形態では、共通接続線駆動回路３５は、複数の第２共通接続線を互い
に電気的に接続して、第１共通接続線と第２共通接続線とを互いに独立に駆動する。例え
ば、図１６に示したように、共通接続線駆動回路３５は、３つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ－
２），ＣＯＭ（ｉ－１）を互いに電気的に接続して、２つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ－２）
，ＣＯＭ（ｉ－１），ＣＯＭ（ｉ）と、１つの共通接続線ＣＯＭ（ｉ＋１）とを互いに独
立に駆動する。
【００５６】
　これにより、全てのサブピクセル１１に対して共通の電極を設けた場合と比べて、駆動
時の容量を小さくすることができる。また、非選択対象のサブピクセル１１において、当
該サブピクセル１１に印加された電位を保持する期間中の第２共通接続線同士の間に、電
位差が発生しなくなる。これにより、消費電力および光り抜けの双方を低く抑えつつ、共
通接続線ＣＯＭの充放電を高速で行うことが可能となる。
【００５７】
　なお、第１共通接続線の電位と、第２共通接続線の電位とが大きく違わないことが好ま
しい。例えば、第１共通接続線の電位を５Ｖとし、第２共通接続線の電位を０Ｖよりも大
きな２．５Ｖとすることが可能である。このようにした場合には、第１共通接続線と第２
共通接続線との間に大きな横方向電界が生じなくなるので、この部分での光り抜けを低減
することができる。
【００５８】
　本実施の形態において、共通接続線駆動回路３５が、第１共通接続線と、非選択対象の
サブピクセル１１のうち選択対象のサブピクセル１１を含む水平ラインとは異なる全ての
水平ラインに属するサブピクセル１１に対応して配置された共通接続線ＣＯＭ（第３共通
接続線）とを互いに電気的に分離することが好ましい。例えば、図１６に示したように、
共通接続線駆動回路３５は、選択対象のサブピクセル１１Ｒ（１，ｉ＋１），１１Ｇ（２
，ｉ＋１），１１Ｂ（３，ｉ＋１），１１Ｂ（Ｘ，ｉ＋１）に対応して配置された１つの
共通接続線ＣＯＭ（ｉ＋１）と、非選択対象のサブピクセル１１Ｒ（１，ｉ－２），１１
Ｒ（１，ｉ－１），１１Ｒ（１，ｉ）を含む３つの水平ラインに対応して配置された３つ
の共通接続線ＣＯＭ（ｉ－２），ＣＯＭ（ｉ－１），ＣＯＭ（ｉ）とを互いに電気的に分
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離する。
【００５９】
　これにより、選択対象のサブピクセル１１に対して、非選択対象のサブピクセル１１か
らの影響がほとんど伝播しなくなる。また、非選択対象のサブピクセル１１のほとんどま
たは全てにおいて、当該サブピクセル１１に印加された電圧を保持する期間中の第３共通
接続線同士の間に、電位差が発生しなくなる。その結果、消費電力をより一層低減するこ
とができるだけでなく、光り抜けをほとんどなくすることができる。また、共通接続線Ｃ
ＯＭの充放電をより一層、高速で行うことができるので、共通接続線ＣＯＭの充放電に起
因する画質の劣化が生じる虞をなくすることができる。
【００６０】
　さらに、本実施の形態では、共通接続線駆動回路３５は、図１７、図１８に示したよう
に、信号線駆動回路３３がフレーム反転駆動を行っている際に、共通電極（共通接続線Ｃ
ＯＭ）に供給する電圧の極性を１フレーム期間毎に反転させるコモン反転駆動を行うもの
でもある。例えば、図１７、図１８に示したように、共通接続線駆動回路３５は、ｎ－１
フレーム期間が経過した時のサブピクセル１１の極性と、ｎフレーム期間が経過した時の
サブピクセル１１の極性とが互いに逆になるように、１フレーム期間毎にごとに、サブピ
クセル１１に印加する電圧の極性を反転させている。これにより、サブピクセル１１に印
加する信号電圧の振幅を小さくすることができるので、消費電力をより一層、低く抑える
ことができる。
【００６１】
　また、本実施の形態において、共通接続線駆動回路３５が、第２共通接続線または第３
共通接続線を所定の間、フローティングにした場合には、信号線ＤＴＬと共通接続線ＣＯ
Ｍとの配線容量が劇的に小さくなるので、消費電力をより一層、低く抑えることができる
。
【００６２】
　なお、本実施の形態においても、上記の図８～図１１に記載の種々の変形を行うことが
可能である。
【符号の説明】
【００６３】
　１，２…液晶表示装置、１０…液晶表示パネル、１１Ｒ，１１Ｇ，１１Ｂ…サブピクセ
ル、１２…画素、１３…画素アレイ部、２０…バックライト、３０…駆動回路、３１…映
像信号処理回路、３２…タイミング生成回路、３２Ａ…制御信号、３３…信号線駆動回路
、３４…走査線駆動回路、３５…共通接続線駆動回路、３６，４０…スイッチング素子、
３６Ａ，３６Ｂ…配線、３７…補助パルス発生装置、３８…抵抗、３９…定電圧源、４１
…ロジック回路。
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